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編
護
　
　
護
　
　
印

輯
行
　
　
行
　
　
刷

象
人
　
　
所
　
　
所

森
欝
同
鰹

織
窓
聯

β
學
　
刷

良
　
校
會
部

生
糸
輸
出
か
ら
絹
織
物
輸
出
へ

　
昭
和
五
年
は
我
國
の
経
濟
界
に
は
實
に

多
難
な
厄
年
で
何
れ
の
産
業
に
せ
よ
｝
と

し
て
痛
手
を
受
け
な
い
も
の
は
無
か
つ
た

が
就
申
産
糸
業
の
受
難
は
最
も
甚
し
き
も

の
で
種
女
の
雁
急
救
濟
策
も
殆
ん
ど
効
某

な
く
關
係
者
は
何
れ
も
七
縛
八
倒
全
く
生

色
な
き
滲
歌
で
あ
つ
た
、

　
錘
糸
業
は
我
國
楡
出
の
大
宗
に
し
て
我

國
際
貿
易
は
之
あ
り
て
均
衡
が
保
た
れ
國

際
支
佛
は
保
讃
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
頗
る

豪
勢
な
敷
あ
る
が
一
度
立
入
つ
て
共
内
容

を
観
察
す
れ
ば
鉱
ハ
企
業
形
態
は
頗
る
察
薄

に
し
て
其
基
礎
は
甚
だ
不
定
で
あ
る
。
從

つ
て
帽
度
不
況
に
遭
遇
す
れ
ぽ
忽
ち
今
度

の
如
き
悲
凋
に
陥
つ
て
し
ま
ふ
の
で
あ
る

　
此
事
は
今
日
ば
か
り
で
な
く
鷲
…
糸
業
が

共
不
合
理
な
組
織
を
改
善
し
な
い
限
り
將

來
何
時
ま
で
経
つ
て
も
除
か
れ
る
も
の
で

な
い
。

　
慧
糸
業
の
合
理
化
と
改
善
は
既
に
久
し

き
の
懸
案
で
あ
る
が
未
だ
更
に
實
現
さ
れ

な
い
。
其
組
織
、
統
制
に
就
い
て
は
當
局

も
相
當
に
鑑
力
し
て
ゐ
る
が
當
業
者
相
互

の
無
自
畳
に
因
つ
て
少
し
も
改
善
の
跡
が

N
　
　
　
　
　
生

な
い
。
養
慧
製
糸
販
萱
の
三
者
は
互
に
自

巳
本
位
に
走
り
利
害
相
反
同
す
る
の
形
歌

を
作
り
斯
業
本
來
の
維
濟
的
活
動
は
到
底

期
待
す
べ
く
も
な
い
。
斯
く
て
は
舞
糸
業

界
は
依
然
と
し
て
無
統
制
と
無
秩
序
を
繰

返
し
漸
次
嚢
退
し
て
行
く
ば
か
り
で
あ
る

　
我
鷲
…
糸
業
界
が
所
謂
百
年
の
大
計
を
樹

て
る
た
め
に
は
先
づ
生
糸
輸
出
を
改
め
て

之
を
内
地
に
於
て
製
織
加
工
し
絹
製
晶
と

し
て
喩
出
す
る
事
が
最
良
の
方
法
で
あ
る

之
は
我
灘
糸
業
組
織
の
根
本
的
改
革
で
あ

つ
て
到
底
一
朝
一
夕
に
出
來
る
事
で
は
な

い
で
あ
ら
う
が
併
し
斯
業
將
來
の
安
泰
を

希
ふ
に
は
是
非
此
實
現
に
向
ふ
て
進
ん
で

行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
o

　
從
來
我
生
糸
は
其
総
産
額
の
殆
ん
ど
大

部
は
輸
出
さ
れ
國
内
需
要
は
極
め
て
僅
少

に
過
ぎ
す
而
も
此
の
輸
出
生
糸
殆
ど
大
部

は
米
國
へ
の
強
出
で
あ
る
。
從
つ
て
斯
業

の
浮
沈
は
一
に
米
國
財
界
の
好
否
に
因
り

一
朝
米
國
財
界
不
況
の
と
き
は
直
ち
に
輸

出
減
退
を
來
し
其
調
節
の
方
策
が
な
い
。

其
以
つ
て
不
安
な
次
第
で
あ
る
。
も
し
之

が
内
地
で
加
工
さ
れ
て
絹
製
品
と
し
て
輸

出
さ
れ
る
の
で
あ
つ
た
ら
そ
れ
は
唯
に
米

國
ば
か
b
・
で
な
く
其
他
何
嘘
の
國
へ
で
も

向
く
の
で
あ
る
。
從
つ
て
他
の
輸
出
晶
の

如
く
或
一
方
の
費
行
が
不
振
で
も
他
の
方

で
之
を
埋
合
せ
る
宴
が
出
來
る
。
斯
く
な

れ
ば
既
蝕
糸
業
の
基
礎
も
次
第
に
強
岡
に
な
　
2
、
覗
察
地
名
　
　
　
　
　
　
、

つ
て
行
く
で
あ
ら
う
。
故
に
斯
業
當
窮
者

は
此
機
曾
よ
り
假
令
徐
々
で
あ
ら
う
と
も

着
々
此
に
向
ふ
て
進
ま
れ
ん
事
を
希
望
し

て
止
ま
ぬ
。
　
（
五
、
一
二
、
一
五
）

松
村
季
美
氏
－
よ
り
の
題
信

（
岱
）
　
動
碁
謹
“
i

　
　
Z
暮
8
且
P
ぐ
o
β
Φ
8
°

　
b
㎝
8
犀
豆
o
曾
o
°
窯
書
9
評
団
o
尾
試
o
ド

国
け
Φ
口
N
①
’
冨
出
勲
⇔
9
0
0
日
○
噂

（
ε
　
重
｝
蚤
薗
”
ー

　
＜
嬉
碧
ぴ
塑
⇔
冒
o
　
ぜ
Φ
崔
①
図
゜
b
冨
ω
．

　
．
〈
塑
一
㊦
口
O
①
゜

晩
秋
の
瑚
各
位
釜
痴
健
勝
の
御
婁
細
な
る
御
報
告
致
す
可
く
候
も
只
今
は
以
　
ξ
。
二
e
る
．
昌
一
・
。
、
ピ
帥
く
蟄
ゲ

大
賀
奉
り
喉
襲
に
団
・
自
。
．
宝
り
萬
國
動
圭
闘
族
行
親
察
の
概
略
取
ま
と
め
御
報

物
學
倉
の
模
様
概
略
御
報
申
上
候
ぴ
し
　
告
申
上
ぐ
可
く
候
。
統
計
北
ハ
の
他
は
尚
蹴

　
　
　
　
　
　
　
　
楓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
を
参
考
し
て
諜
出

　
　

　
　@
，
㍊
醸
、
ぎ
．
。
箏
禽
ガ
゜
璽
　
べ
く
候
ま
曳
籍

灘
鞍
磯
戴
畷
聯
灘
藩
鼠
愈
、
、
　
齢
諜
鞘
糎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
寄
せ
書
き
で
す

後
、
約
五
＋
日
i
を
伊
佛
の
騒
糸
業
及
び

獺
遡
o
瑞
●
填
●
チ
エ
ツ
コ
9
諸
國
の
墨
’
術
…
研
究

機
關
の
覗
察
に
費
し
十
一
月
二
日
伯
林
に
録

着
仕
候
、
族
中
貰
受
け
叉
は
購
入
し
た
る

調
査
資
料
は
全
部
持
ち
露
り
、
夫
等
の
詳

伊
佛
翼
絵
業
硯
察
概
況

　
　
附
自
然
科
墨
研
究
所
訪
問
記

1
、
覗
察
旋
行
期
聞

　
　
H
↑
＼
O
l
b
D
＼
μ
H

　
㈲
藻
圏
軸
ー

　
　
Φ
Φ
ロ
Φ
く
ρ
切
①
同
昌
゜
N
口
鼠
O
げ

　
（
伽
）
　
鐘
噺
齢
“
ー

　
　
目
O
昌
o
げ
⑦
澤

　
　
ε
藤
身
謹

　
　
ぞ
融
F

　
（
暁
）
　
嚇
ド
忌
u
‘
メ
ロ
馬
刈
苧
刈

　
　
剴
同
ρ
鐸
F
囹
鐸
σ
q
口
①

㈲
　
覗
察
個
所
及
覗
察
事
項
“
ー

　
（
＆
　
ぐ
騨
け
鎚
δ
。
＜
①
β
①
叶
o

　
　
　
（
H
匿
H
智
）
H
⑦
＼
O

　
慧
種
製
造
家
団
器
ρ
爵
房
氏
獄
種
製
造

所
。技

師
長
b
β
酔
9
鼠
o
団
o
詔
一
氏
案
内
に
て

所
内
を
見
る
ロ
ハ
今
澱
種
検
査
中
に
し
て
何

れ
も
一
峨
袋
に
入
れ
保
管
し
あ
る
を
見
る

規
模
批
大
な
る
こ
と
他
に
比
を
見
ざ
る
程

度
な
り
頃
o
田
コ
2
b
ぴ
岩
爵
o
に
術
分
携

を
有
す
品
種
と
し
て
は
O
霞
昌
霰
①
・
自
o
・

b
ぴ
昌
N
N
ρ
b
己
。
8
犀
等
可
な
り
と
認
む
。

赤
熱
世
界
一
白
龍
等
の
晶
種
も
飼
養
す
當

地
は
宛
も
娚
捨
山
の
如
き
傾
斜
地
を
以
つ

て
園
ま
る
飼
育
分
傷
は
斜
地
日
光
透
射
可

良
な
る
瘍
所
な
る
が
故
に
桑
樹
獲
育
良
好

に
し
て
桑
葉
、
の
飼
育
債
値
從
つ
て
向
上
さ

れ
る
も
の
と
認
め
ら
る

　
當
獄
種
家
の
先
代
O
罫
。
α
℃
弼
①
．
娼
器
ρ
詔

駐
ω
氏
は
學
者
に
し
て
養
麗
業
が
科
墨
的

基
礎
に
立
脚
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
を
先
見
し

自
ら
研
究
的
に
穰
種
の
製
造
を
開
始
し
た

一
葡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・



）
ご

（
第十號千

曲
時報昭

和六年

一

月
十五

日

る
事
は
留
慧
す
可
き
事
に
し
て
岡
象
の
今

H
あ
る
は
偶
然
に
非
る
も
の
な
り
。

　
（
9
曽
8
騨
麟
8
宕
”
ー
毎
＼
ご
！

　
　
l
b
っ
μ
＼
ρ
（
H
貯
ζ
）

　
　
（
ご
　
ロ
α
鉾
臥
o
ゆ
Φ
舞
゜
Φ
巴
臨
o
o
冨
霞
帥

　
　
　
Φ
切
器
ぼ
o
o
詳
賃
勲
訪
問

　
本
試
瞼
傷
は
慧
種
並
に
栽
増
の
二
部
に

亘
り
て
試
験
研
究
を
行
ふ
。
所
長
は
O
・

b
o
信
即
氏
に
し
て
其
下
に
b
ド
ピ
O
膨
－

ぴ
鷺
島
（
婦
人
）
及
U
o
ま
o
°
属
゜
剰
①
昌
o
－

同
o
の
o
の
三
名
な
り
、
b
o
濠
漏
窪
疑
は
主
と
し

て
生
理
病
理
の
試
駿
を
行
ひ
目
0
9
び
留
繰

誘
購
珊
膿
講
総
騨
徽
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
月
他
界
し
て
今
は
読
人
が
主
と
し
三

つ
つ
あ
り
、
更
に
O
鎚
o
首
o
試
験
を
斬
設

し
之
が
研
究
霧
ひ
つ
つ
あ
亀
講
は
馨
し
つ
・
あ
黛
ぎ
芝
轟
を
亘

高
刈
隻
皇
・
し
之
に
根
刈
、
中
刈
，
す
、
規
模
犠
騨
・
H
・
、
艮
髭
す
べ
く
蚤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
非
ざ
る
も
蟹
實
な
る
維
螢
を
認
む
、
O
げ
H
旦

を
加
へ
耕
転
管
理
等
規
則
正
し
く
行
は
れ

つ
つ
有
る
を
見
る
、
講
　
習
部
あ
り
て
券
期
　
①
ロ
。
Φ
O
同
ρ
o
置
ゆ
Φ
ω
①
び
騨
頃
o
P
Φ
貯
謬
〇

一
ニ

P
月
講
召
生
を
養
域
す
。
　
　
　
　
　
　
目
甲
一
①
印
鉾
（
繭
形
短
楕
圓
）
レ
の
。
。
財
を
有
す
［

試
騨ﾙ
鍵
瓢
鞭
誘
馨
　
陣
難
難
蕪
籔
欝

品
穂
を
生
熊
せ
る
を
見
る
も
共
の
産
繭
賀
　
種
を
製
巡
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

難
羅
槻
脚
襟
藩
灘
翻
購
謙
灘

る
も
の
次
の
如
し
”
ー
　
　
　
　
　
　
　
｝
も
鷲
繭
債
格
低
下
の
爲
鑓
種
製
辿
を
減
少
一

穿
・
醤
・
自
羅
×
9
寓
昌
－
せ
り
と
　
肖
へ
り
畏
は
蜜
Φ
昌
塑
を
交
墨

昌
蝦
蟄
囲
Φ
・
5
＜
。
b
。
喜
q
×
ω
．
唐
塁
す
る
と
き
は
繭
轟
く
謡
量
少
き
が
遂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
養
鷲
…
蒙
喜
ば
す
と
語
れ
り
、
業
潜
の
心

ゆ
甑
鷺
N
蟄
帥
口
β
q
鶏
Φ
×
甲
臣
゜
β
轡
に
し

て
m
・
卜
・
昌
量
こ
心
等
P
・
賢
b
コ
゜
ω
゜
炉
゜
口
H
Q
◎
°
情
東
西
之
を
等
し
く
す
る
を
知
る
べ
し
、

が
當
傷
自
慢
の
n
㎜
顧
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
㈲
　
臣
ロ
酔
O
口
凶
O
°
O
群
Φ
目
塑
o
鼠
氏
獄
蒲
埋

働
獄
種
家
o
帥
目
。
日
勲
塁
罠
国
一
氏
遡
製
遭
所
、

種
製
遭
…
桝
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
戊
の
寮
務
所
は
鼠
昌
麟
肖
P
懐
墜
目
①

　
同
氏
は
一
代
に
竪
固
な
る
基
礎
を
築
上
　
冠
署
㌶
ぽ
ド
』
な
り
。
俳
國
慧
種
同
業
組
脅

げ
し
奮
闘
的
立
志
傅
中
の
人
物
に
し
て
支
　
長
に
し
て
頭
臓
明
晰
、
意
見
多
き
人
な
る

配
人
く
Φ
o
o
匡
o
け
凱
Φ
ぼ
q
・
娼
娼
Φ
氏
が
頗
る
　
由
な
る
も
同
氏
に
面
會
せ
す
支
配
人
（
技

敏
腕
に
し
て
商
才
に
長
け
だ
る
を
知
る
を
　
師
喪
）
b
昌
α
q
無
P
臼
自
鉱
巳
氏
に
會
い
高

得
べ
し
。
b
・
，
。
。
鮮
爵
口
①
・
。
①
。
同
。
擬
、
」
鷲
し
て
雄
大
馨
難
所
を
繋
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

齋
講
翻
灘
鞭
逆
縢
蝶
譲
鞭
…

低
地
に
て
飼
育
し
批
讐
及
ぶ
に
從
い
丘
百
給
料
。
。
国
。
（
約
8
饒
）
な
わ
。
獄
頸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
製
澁
時
期
は
勢
働
時
閥
這
時
聞
に
し
て
一
b
⇒
…

上
の
冷
涼
地
に
飼
育
分
傷
を
移
す
方
法
を

探
用
せ
る
は
注
藻
き
藷
し
て
同
氏
の
摩
・
（
同
圏
゜
ゆ
O
臨
）
な
牝
學
は
゜
・
時
阯

飼
育
法
は
鐘
的
飼
育
法
答
撃
る
も
勢
働
し
て
醤
（
同
響
。
臨
）
轟
霧
勉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

の
と
も
雷
乗
し
。
　
　
π
て
団
鵬
ピ
（
凶
殖
q
。
O
蟷
）
努
と
、
　
一

練
嗣

軸
勤
灘
羅
難
礪
撚
翻
麺
麓
難
欝
短
鱒
蟻

果
し
て
然
る
か
試
験
の
結
果
に
基
き
て
の

事
に
あ
ら
す
し
て
か
く
稻
せ
り
。
同
氏
は

鷲
…
種
製
遭
家
と
し
て
有
名
に
し
て
佛
國
、

φ
甘
地
方
に
も
分
傷
を
有
し
翻
種
は
印
度

ボ
ン
。
ヘ
イ
、
麦
…
那
上
悔
地
粛
力
に
庸
［
く
楡
爪
門

し
つ
つ
あ
り
、
嘗
て
伊
國
の
鷲
…
穂
製
遊
模

様
を
河
野
茂
盛
既
が
繹
出
し
て
、
鷲
藁
新

報
（
？
）
誌
上
に
…
粥
載
せ
る
も
の
は
當
O
暮

①
昌
器
畠
氏
の
廣
告
用
に
供
し
つ
つ
あ
る
自

甕
傳
の
団
零
畳
①
膿
過
享
。
一

（
ε
矧
趙
。
騨
団
。
蝕
臼
く
H
霞
一
呂
母
＼
⑩
｝

謝
騨
客
p
ヒ
d
§
｝
。
讐
。
訪
問
、
　
　
一

を
羅
し
て
）
灘
な
り
と
憂
蒼
膨

懸
麸
鞍
遡
鯵
量

冒
）
よ
り
分
離
し
た
る
品
禁
灘
琶

り
と
言
へ
り
。
H
O
°
置
。
這
の
三
ケ
月
8
人
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

の
生
徒
を
敷
育
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
旨
當
地
方
は
日
富
o
げ
巳
Φ
多
く
時
に
曾
瀞

゜
・
B
・

ｳ
ほ
Φ
あ
る
も
O
霞
o
冒
o
は
殆
ど
な
し

…
と
。
鷲
し
當
地
方
は
漁
度
低
く
8
よ
。
改

へ

の
聞
を
往
復
し
つ
つ
あ
る
が
故
に
O
鷲
醗

胃
O
出
で
ざ
る
も
電
灘
也
、
之
に
反
し
て

臣
の
o
o
ロ
　
地
方
は
俗
櫟
き
趣
は
漁
蝋
多
く

O
鷲
o
冒
o
出
す
と

　
O
鷺
α
筐
o
出
す
る
は
飼
育
法
の
欠
陥
も

腐
す
る
を
後
に
及
ん
で
冨
目
鎚
o
地
方

覗
察
の
際
知
り
得
た
り
。

　
　
　
　
疑
σ
q
轟
鳳
帥
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

切
角
冨
器
氏
に
．
衙
會
を
求
め
し
に
岡
灰

は
本
年
始
め
頃
病
死
せ
り
と
て
他
の
代
埋

（
e
　
周
け
魯
N
Φ
・
（
H
盆
崎
）
b
9
㊤
＼
㊤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

（
咽
）
H
・
α
瞥
一
酔
q
虚
9
図
口
酔
。
目
。
一
。
加
一
P
㎝

敏
授
案
内
し
て
切
魯
H
①
器
氏
の
有
名
．
な
る
、

か
ひ
が
ら
出
駆
除
の
研
究
成
績
を
醗
明
せ

ら
れ
海
り
。
文
献
の
集
あ
り
疫
る
ぱ
驚
く

可
鷺
も
の
あ
り
。

　
（
b
9
）
H
旨
。
試
賦
8
象
b
ロ
暮
Q
冒
富
o
日
償

　
　
葺
猷
。
醤
器
審
ヨ
、
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ロ
慶
暮
酔
o
團
則
践
o
づ
騨
氏
は
団
鶏
o
＜
帥
會
一

議
に
て
遇
い
た
る
人
な
れ
ば
丁
璽
に
案
内

論
明
し
動
物
陳
列
所
（
博
物
舘
）
等
案
内

し
且
つ
同
氏
の
試
験
し
つ
蕊
あ
る
難
の

Φ
o
昌
帥
画
①
o
ざ
臼
￥
帥
巳
訂
Φ
昌
Q
Φ
に
就
ま
で

興
味
あ
る
設
明
を
試
み
た
り
o
　
．
　
　
一

〔
・
〉
野
景
H
尋
）
及
Q
§
・
へ

　
　
（
H
鉾
ぐ
）
H
＼
H
O
ー
㊦
＼
δ

　
H
．
跨
属
ε
臥
9
0
暮
Φ
頃
器
鼠
氏
慕
務
所

　
支
配
人
に
面
會
し
獄
種
の
交
換
を
約
す

　
H
貰
目
幽
圓
に
て
日
本
の
養
獄
家
は
引
含

ふ
や
、
伊
太
利
で
は
か
く
繭
が
安
慣
に
て

は
他
の
盤
漆
物
に
虫
力
を
注
ぐ
べ
し
。
二

体
日
本
の
政
策
は
如
何
等
、
仲
女
慧
所
を
一

衝
く
質
問
を
先
方
よ
ゆ
獲
し
殖
り
、
之
に

謝
し
濱
口
内
閣
が
鋭
意
、
不
景
氣
挽
回
策

を
謹
じ
つ
曳
あ
る
ご
と
及
灘
業
の
位
概
及

農
業
組
織
の
創
佛
と
H
本
と
大
い
に
異
る

こ
と
、
口
本
の
養
鷲
業
の
規
模
大
に
ゐ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

他
の
農
塵
業
の
規
模
小
な
る
こ
と
を
諮
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泥
る
に
、
先
方
も
蜥
…
ぐ
褐
心
ぜ
り
、
贈
地

方
農
家
は
9
守
Φ
・
小
萎
、
柵
糞
”
シ
、
と

ま
と
、
榮
等
を
贋
々
し
た
る
畑
に
植
え
、

典
の
間
に
桑
樹
を
、
殖
る
も
の
に
し
て
恰

も
桑
が
間
作
徳
物
な
る
欣
態
な
り
而
し
て

株
間
三
間
、
畦
幅
五
開
内
外
に
高
刈
の
桑

を
棺
ふ
る
が
故
に
農
作
物
に
H
薩
を
作
る

事
少
く
よ
く
成
熟
せ
り
。

　
重
，
舩
o
鼠
㊦
審
H
叶
骸
器
o
・
津
o
貯
酔
若

隊
㎝
¢
β
o
切
窩
鷺
訪
問
、
當
察
務
所
億
伊

太
利
の
養
獄
蒙
が
撫
殻
繭
の
共
岡
販
萱
、

億
種
外
國
販
曲
質
の
斡
旋
を
潟
し
併
せ
て
獄

種
製
遭
粟
向
上
磯
展
を
図
納
と
し
て
生
れ

繊
た
る
團
休
に
し
て
切
O
目
①
帥
甘
O
島
ω
O
阜

O
O
謬
鐸
話
を
出
し
居
れ
り
、
各
國
の
獄
懸

粟
厭
態
を
訓
益
し
骸
聯
誌
に
掲
載
す
る
事

に
努
力
し
つ
工
有
り
て
活
動
歌
態
敏
遮
諏

り
事
務
員
三
名
に
て
會
務
を
腱
灘
し
つ
ム

胤
り
b
。
審
9
0
聾
崇
。
団
。
葭
氏
は
甚

我
國
の
翻
懸
業
状
態
に
就
き
興
味
を
｛
何
し

却
て
逆
に
日
本
の
獄
業
に
つ
き
群
細
な
る

質
問
を
受
く
、
當
方
も
之
に
答
ふ
る
と
共

に
伊
國
の
獄
懸
業
に
つ
琶
種
［
々
質
闘
せ
り

今
質
間
の
内
答
を
轡
疫
る
鶏
項
を
略
拙
せ

ば
次
の
如
し
（
順
序
不
同
）

1
、
桑
樹
は
三
十
年
近
く
も
継
海
る
も
の

多
く
毎
年
筏
探
せ
す
休
養
ぜ
し
む
る
を
可

と
す
（
伊
太
利
な
れ
ば
こ
そ
か
蕊
る
こ
と

を
な
し
得
）
肥
料
は
主
と
し
て
堆
肥
な
り

間
作
は
萎
、
小
萎
σ
q
冨
噂
o
畠
寄
Φ
日
o
曄
帥

仲
O
茶
共
の
他
数
多
し
、
土
地
肥
沃
に
し
て

耕
土
深
し
、

2
・
畢
β
o
°

目
簡
冨
図
o
地
方
は
冷
温
な
れ
ば
O
鎚
o
甘
9

0
目
器
゜
。
Φ
比
Φ
目
器
げ
①
臥
O
等
多
し
、
養
欝

家
は
除
沙
す
る
こ
と
殆
ん
ど
な
く
且
火
氣

を
夜
分
使
翔
せ
ナ
爲
に
獲
病
多
き
な
る
べ

し
、
飼
脊
法
は
幼
稚
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
・
以
下
次
號
に
絨
く
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．
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金
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，
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δ
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δ
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簾
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］
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嘲
　
要

國
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債
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獺
面
八
千
三
百
圓
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信
濃
銀
行
定
期
預
金

第
穴
拾
滲
銀
行
定
期
預
A
識

第
拾
九
銀
行
定
期
覆
金

上
田
信
用
組
含
定
期
預
金

第
拾
九
銀
行
営
座
預
金

貯
　
　
金
　
　
局
　
預
　
金

現
　
　
金
　
　
在
　
　
高

協
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…
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越
高
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期
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入
利
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立
金
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計
へ
佛
出
高
　
　
　
　
　
　
利
子
霊
　
引
　
現
　
在
高
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入
金
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出
高
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崩
高
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現
在
高
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金
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昭
和六年

一

月十五
H

曲蔀罐報第
十

號）（

十
種
あ
て
物
競
技
記
録

北
信
支
部
総
會
席
｝
上
に
お
け
る
焔
際
興

を
や
些
様
の
斎
釆
蘇
し
た
の
で
込
篠
数
　
七
四
美
・
粒

昨
年
の
総
會
に
は
家
庭
用
品
値
踏
競
技
一
　
（
B
）
白
米
（
見
本
通
）
舗
升
の
粒
「
数

り
ま
す
。
虞
が
此
の
域
融
を
槻
ま
す
に
和

當
良
好
な
方
も
あ
つ
た
や
う
で
す
が
大
抵

の
カ
は
破
紗
不
良
だ
つ
た
の
で
あ
り
ま
す

殊
に
卒
業
後
測
當
の
年
…
数
を
維
て
肚
含
的

に
経
験
深
き
筈
の
年
歯
多
き
方
に
於
て
殊

に
不
良
だ
つ
た
の
は
實
に
嘆
し
い
次
第
で

あ
り
ま
す
。
然
し
苑
に
三
考
す
る
時
斯
く

迄
に
俗
事
を
離
れ
寅
男
門
の
仕
事
に
熱
中
さ

る
瓦
事
に
思
ひ
至
れ
ば
亦
喜
ば
し
い
現
象

の
様
に
も
思
は
れ
ま
す
。

　
今
年
も
亦
常
識
問
題
と
し
て
の
當
て
物

＝
一
、
菊
花
（
見
本
通
）
大
輪
小
輪
二
本
の
花

　
凱
数

　
　
實
際
数
　
大
倫
三
七
五
小
輪
哨
八
計

　
　
　
　
　
　
三
九
三

一
篇

A
獄
種
一
蛾
（
見
本
通
）
の
卵
数

　
　
實
際
数
　
　
　
　
　
　
五
五
九
粒

四
、
徳
利
一
本
（
見
本
通
）
の
容
量
は
盃
何

　
杯
な
る
か

　
　
實
際
敬
　
　
　
　
　
　
　
八
　
杯

五
、
大
正
橋
手
摺
寅
控
（
爾
側
）
の
本
一
数

　
　
寳
際
獅
勘
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
六
本

膿
糠
篇
騨
畿
糠
…
六
ど
端
鞭
塑
輪
欝
千
曲
川
水
淵

手
に
す
る
物
に
就
い
て
の
鎧
的
常
識
辺
　
寳
際
数
湯
四
五
度
水
一
九
度
窪
二

稗
度
を
御
伺
ひ
し
亦
御
滲
考
に
供
し
厩
い

六
度
（
撮
氏
｝

福
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
・
　
マ
貿
履
物
中
の
短
簸

　
問
題
は
十
種
あ
b
ま
す
。
御
配
嶺
の
紙

片
に
御
記
入
下
さ
い
。
御
名
前
を
忘
れ
な

い
様
に
。
猫
＝
冒
御
噺
り
し
て
置
き
度
い

の
は
正
解
蔚
の
多
い
幅
湯
合
に
は
年
齢
騨
順
に

入
賞
せ
し
め
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
之
は

昨
布
の
競
技
に
於
て
年
少
者
に
先
取
特
礎

を
翼
へ
た
が
と
う
く
毎
年
　
菰
い
者
に
花

を
持
た
せ
て
は
と
、
老
人
の
方
か
ら
小
言

が
あ
り
ま
し
た
か
ら
今
年
は
老
い
先
短
き

老
人
に
敬
意
の
意
映
丁
を
以
て
花
を
持
た
せ

る
事
と
し
ま
し
た
。
詮
明
は
此
位
に
し
て

皆
様
の
御
鑑
定
を
願
ひ
ま
す
。

　
　
　
當
て
物
卜
種
競
技

閣
、
（
A
）
稻
穗
（
見
本
通
）
關
取
、
愛
國
種

　
二
穗
の
粒
数

　
　
賢
際
数
　
蘭
取
湘
二
七
、
愛
國
一
一

　
　
一
、
計
二
三
八
粒

｝
　
智
際
鍛
　
　
　
　
　
　
　
二
三
足

り

…
八
、
會
員
中
の
金
時
計
斯
持
轡
激

　
　
窺
際
数
　
　
　
　
　
　
　
二
名

九
、
愈
員
金
歯
所
持
軒
数

　
　
實
際
敬
　
　
　
　
　
　
　
二
七
名

　
酬
O
、
會
員
現
在
の
所
持
金
高
最
高
最
低

総
讐
轟
堕
謬
。
。
総
醤
七
八
、

　
　
　
　
　
六
ご
圓

　
狙
七
ー
〕
○
、
迄
は
會
自
の
各
自
巳

　
紹
介
の
際
正
確
に
鰻
表
せ
し
め
調
査
す

成
績
及
梗
賞
者
　
数
多
き
敬
宇
と
て
正
解

諸
が
少
か
つ
た
か
ら
近
似
数
の
も
の
か
ら

入
賞
と
し
た
q
巾
に
は
随
分
突
飛
な
答
も

出
て
驚
い
た
。
賞
品
は
夫
々
問
題
に
囚
ん

だ
も
の
を
授
與
す
る
事
と
し
た
。

叫
、
（
A
）
稻
穗
二
穂
の
合
計
二
三
五
舞
が

最
も
近
似
緻
で
一
等
小
山
哲
君
胃
姓
仕
事

禰
欝
鮭
需
㌍
縣
側
蕪
曙
柳
雛
鞭
馨
此
頃
眼

葬
孟
へ
た
。
馨
化
學
型
罵
饗
粒
数
萎
養
讐
に
り

瀟
奪
擁
惣
鱗
惣
露
胎
撫
欝
難
纂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
B
）
白
米
一
升
の
聯
数
、
生
れ
て
以
來
毎
｝
ン
、
二
等
金
澱
　
射
、
三
讐
原
茂
射
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

日
三
凄
三
農
之
を
食
し
少
く
も
二
十
除
年
｝
四
、
徳
利
の
酒
量
、
ト
ツ
ク
リ
労
へ
海
の

妻
は
旱
年
近
く
轟
て
居
る
の
だ
か
…
か
方
利
き
が
多
か
つ
た
の
か
馬
籍
成
績

ら
少
く
も
杢
會
員
近
似
敬
を
答
へ
る
事
と
・
が
良
い
。
年
長
順
で
齋
藤
、
市
爆
、
土
屋

瓜
ふ
て
ゐ
た
ら
案
外
の
盃
饗
殊
甕
剃
の
順
序
に
入
賞
・
申
に
北
條
鴛
の
四
〇

戴
雛
擁
講
鵬
謹
幾
鵬
論
驚
韓
蠣

を
つ
け
た
稀
書
年
惹
画
雛
が
些
長
を
作
る
齋
藤
氏
名
鴛
復
の
心
算
か

難
髭
脳
題
藤
韓
識
　
搬
噸
貫
ら
．
て
右
向
き
た
向
き
。

西
澤
君
二
等
で
五
合
・
三
等
は
中
村
珊
・
　
…
五
、
橋
の
手
網
…
支
柱
数
、
最
近
似
数
二
五

申
嶋
・
茂
山
君
鎚
の
七
ヒ
・
ヒ
ヒ
濫
渠
で
土
屋
牽
璽
等
、
橋
に
囚
み
特
上

瞥
翼
・
中
磐
箕
の
奮
入
賞
⊥
の
鱗
一
劒
・
二
三
等
課
、
嚢
の
鬼

米
醐
介
。
築
素
慧
の
生
理
墨
方
砺
の
棚
究
　
氏
は
ト
等
磐
騨
細
、
川
船
君
は
下
等
割
箸

轡
と
し
て
℃
我
等
の
敬
服
す
る
墨
軒
蒲
生
｝
剛
箱
。
宮
澤
君
の
一
、
一
〇
〇
本
は
多
過
響

氏
篠
り
俗
事
に
關
せ
ら
れ
な
い
た
め
た
た
し
田
中
亮
君
の
二
〇
本
は
少
な
響
た

白
米
弄
の
粒
警
に
二
八
、
≡
三
、
天
、
温
泉
の
湯
の
瀧
度
を
六
〇
聚
ん
て

磯
蕪
骸
駄
蒙
諜
融
歎
齢
隔
騨
穫
繕
嶋

な
髪
難
三
六
。
。
粒
も
大
匙
鱗
精
難
讐
難
黙

獄
豆
の
粒
数
し
か
な
い
と
可
笑
か
っ
た
。
　
鹸
、
三
等
北
澤
孝
飛
、
更
に
鯛
感
を
よ
く

　
大
方
原
鷲
…
飼
育
に
忙
が
し
く
て
今
迄
考
　
す
る
掩
め
に
と
脇
石
、
此
の
分
ぢ
や
當
選

へ
た
事
が
な
か
つ
た
掩
め
だ
ら
う
。
　
　
　
圏
外
の
諸
翼
に
は
ロ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ナ
イ

ニ
、
菊
花
二
倫
の
花
緋
数
、
小
輪
の
方
は
　
フ
で
も
與
へ
な
け
れ
ば
と
大
笑
ひ
、
北
島

大
抵
當
つ
た
が
大
輪
…
の
方
は
六
ヶ
撒
か
つ
　
慰
の
温
差
六
〇
度
が
レ
コ
ー
1
5
、
之
は
近

た
ら
し
い
。
蒲
生
氏
は
前
回
の
名
轡
を
回
　
頃
ア
タ
マ
ス
キ
の
研
究
が
ス
イ
海
た
め
か

復
し
て
一
等
と
な
り
菊
花
大
綬
牽
、
濱
井
　
ヒ
、
短
靴
の
激
　
宮
澤
君
ニ
ニ
足
で
一
等

氏
二
等
中
綬
章
、
土
犀
君
ご
｝
等
小
綬
章
、
　
子
供
用
の
上
等
ゴ
ム
靴
を
貫
ふ
。
未
だ
奥

共
に
名
嬰
を
胸
間
に
飾
ら
れ
た
。
木
問
題
　
様
が
な
い
か
ら
二
、
三
年
仕
舞
つ
て
置
け

で
又
齋
藤
氏
は
二
、
五
一
六
と
記
し
突
飛
　
と
誰
か
穿
叫
ん
だ
。
尤
も
だ
。
二
、
三
等

者
の
レ
コ
！
ド
ホ
ー
ル
ダ
ー
と
な
ら
れ
る
　
一
＝
足
で
同
黙
、
年
齢
順
で
和
田
君
二
等

馨
餐
響
に
甕
て
ゐ
る
ら
し
い
。
三
蟹
運
鵜
鴛
三
等
、
下
葦
履
Q

巾
・
に
勝
又
君
の
五
三
足
が
あ
つ
た
Q
五
四

名
中
和
服
が
五
名
も
あ
り
和
當
深
ゴ
ム
や

編
上
げ
の
あ
つ
た
の
に
、
同
氏
も
コ
ウ
カ

病
の
研
究
に
波
頭
し
て
ゐ
る
か
ら
ド
ゥ
カ

コ
ウ
カ
し
た
の
だ
ら
う
。

八
、
金
時
計
斯
持
者
数
案
外
少
な
く
五

分
の
一
し
か
な
か
つ
た
の
は
世
枳
の
反
映

か
。
　
暢
等
加
美
氏
上
等
金
時
計
二
等
土
屋

茂
磐
銀
時
計
、
三
等
は
同
職
濟
多
か
り
し

も
頭
の
光
に
於
て
断
然
他
を
鵬
す
る
飯
島

晟
と
決
定
、
嬬
人
用
腕
巷
時
計
授
興
o
但

し
以
上
の
時
計
の
個
絡
の
騙
は
保
維
の
限

り
で
な
い
。

九
、
金
曲
所
持
漕
敬
　
相
當
魎
陶
に
偶
ま

さ
れ
て
居
る
の
で
一
等
の
中
略
茂
鴛
に
は

上
等
歯
ブ
ラ
シ
、
二
等
の
南
澤
磐
に
は
曲

磨
粉
の
大
袋
、
三
等
の
竹
内
汎
に
は
小
袋

を
呈
し
た
。
獅
子
舞
の
如
く
金
歯
を
入
れ

て
ゐ
る
中
曾
根
飛
は
同
病
堺
多
し
と
見
て

か
四
八
名
と
書
い
た
。

阿
O
、
所
持
金
温
制
は
庸
…
な
し
と
見
て
・
會
員

の
紹
介
そ
の
ま
蕊
を
計
算
し
た
。
齋
藤
氏

が
一
圓
闇
違
っ
た
が
安
川
豹
の
注
意
で
再

調
し
だ
虜
引
算
の
誤
と
荊
明
直
ち
に
訂
正

し
た
。
個
人
の
最
高
金
持
ち
は
不
激
鼠
で

も
製
糸
家
だ
高
木
氏
の
三
四
、
五
〇
圓
で

最
低
は
垣
内
恥
の
咽
圓
で
あ
つ
た
。
會
員

総
纈
は
四
七
八
、
六
二
圓
で
単
均
圃
人
宛

八
、
八
七
闘
余
と
な
り
不
景
氣
に
も
拘
は

ら
・
ず
案
外
多
か
つ
た
の
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
が
多
く
母
校
の
漣
中
な
ど
の
巾
に
は
俸

一
給
日
の
翌
日
と
て
俸
給
袋
の
ま
玉
特
つ
て

來
た
蔚
も
あ
つ
た
か
ら
だ
。
総
額
一
等
欝

逡
蔚
坦
内
君
自
分
の
擬
は
淋
し
く
も
人
の

懐
勘
定
は
う
ま
い
と
識
ふ
の
で
筑
盤
、
二

等
中
嶋
茂
磐
で
大
鵬
帳
、
三
等
土
齪
鷺
で

記
帳
用
の
大
筆
を
呈
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
K
）

　
　
　
　
　
嫡

　
　
　
　
　
矯

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
p
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
了
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
t
」
　
　
自
定
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
T
」
ー
ー
　
」
F


